
シンポジウム 

生物多様性と企業の役割 
～パーム油の現場から～ 

 
 
私たちの日々の生活や経済活動は、自然生態系からの多く

の恩恵から成り立つと同時に、自然にも大きな影響を与えて

います。 
生物多様性基本法や第三次生物多様性国家戦略などの策定

により、日本でも生物多様性の保全と持続可能な利用にあた

っての議論が高まり、同時に企業の役割が問われるようにな

ってきました。たとえば、食品加工や業務用調理油として私

たちの日常生活に欠かすことのできない植物油パーム油です

が、需要急増に伴い、とりわけ森林や泥炭地などの自然生態系に影響を与えています。一方で、持

続可能なパーム油のための円卓会議（RSPO: Roundtable on Sustainable Palm Oil）では、持続可能な
パーム油のための認証システムが始動しました。 
このような背景を受けて、ゼリ・ジャパン、地球・人間環境フォーラム、ボルネオ保全トラスト

ジャパン、サラヤ株式会社は、生物多様性と企業の役割についてパーム油を通して考えるシンポジ

ウムを開催いたします。皆様のご参加をお待ちしております。 
 
シンポジウム概要 
■日 時 2009年 2月 17日（火） 
 10：30～17：30（受付開始 10：00） 
■場 所 国連大学ウ・タント国際会議場 （住所：東京都渋谷区神宮前 5-53-70） 
■参加費 無料（事前登録必要） 
■定 員 300名 
■プログラム概要 
 10:30～12:10 セッション１ 生物多様性と開発 
 13:20～15:50 セッション２ 持続可能なパーム油の可能性と課題 
 16:00～17:30 セッション３ パネルディスカッション「生物多様性と企業の役割」 
主催：NPO法人ゼリ・ジャパン／財団法人地球・人間環境フォーラム／NPO法人ボルネオ保全トラストジャパン／サラヤ株式会社 
後援：環境省／農林水産省 
協力：イースクエア、企業と生物多様性イニシアティブ(JBIB)、クレアン、サステナビリティ日本フォーラム、サステナビリティ・コミュニ
ケーション・ネットワーク(NSC)、WWFジャパン、日本環境ジャーナリストの会（JFEJ）、日本消費生活アドバイザー・コンサルタント協
会(NACS)、バイオマス産業社会ネットワーク(BIN) 
 
参加申込み 
参加希望の方は下記いずれかの方法でお申し込みください。後日 E-mailまたはファックスにて参
加証をお送りいたします。定員に達し次第、申込締切といたします。 
１．インターネットからの申込み 

地球・人間環境フォーラムのホームページから直接お申し込みください。 
http://www.gef.or.jp/form/ 

２．E-mail･ファックスでの申込み 
必要事項（氏名、所属、部署、Tel/Fax番号、E-mail）及び「シンポジウム参加希望」とご明記の上、地
球・人間環境フォーラムまで、E-mail（event@gef.or.jp）またはファックス（03-3813-9737）でお申し込み
ください。  



シンポジウム 「生物多様性と企業の役割～パーム油の現場から～」 
プログラム                                （敬称略） 
 
10:30～12:10 セッション１ 生物多様性と開発 
 ●イントロダクション～生物多様性と企業の役割 
  足立 直樹（株式会社レスポンスアビリティ代表取締役・JBIB事務局長） 
 ●HSBCの融資ガイドラインと生態系 
  山田 晴信（HSBC（香港上海銀行）在日副代表兼副 CEO） 
 ●ブラジル、インドネシアに見る土地利用転換と生物多様性 
  満田 夏花（地球・人間環境フォーラム） 
 ●質疑応答 
 
13:20～15:50 セッション２ 持続可能なパーム油の可能性と課題 
 ●持続可能なパーム油（SPO）認証の最新動向 
  M.R. チャンドラン（持続可能なパーム油のための円卓会議（RSPO）顧問） 
 ●日本企業の立場から 
  更家 悠介（サラヤ株式会社代表取締役社長） 
 ●RSPO認証の運営システム 
  オルティスリベラ美由紀（グッドインサイド日本市場担当） 
 ●質疑応答 
 ●アブラヤシ農園開発の課題と RSPOの役割 
  ノーマン・ジワン（サウィット・ウォッチ リサーチャー） 
 ●ボルネオ保全トラストが提供する資源利用を持続可能にするメカニズムとその成果 

～灰色パーム油商品を白くする方法～ 
  坪内 俊憲（ボルネオ保全トラスト事業責任者・星槎大学共生科学部准教授） 
 ●質疑応答 
 
16:00～17:30 セッション３ パネルディスカッション「生物多様性と企業の役割」 
コーディネーター： 足立 直樹（株式会社レスポンスアビリティ代表取締役・JBIB事務局長） 
パネリスト（予定）： 更家 悠介（サラヤ株式会社代表取締役社長） 
 オルティスリベラ美由紀（グッドインサイド日本市場担当） 
 ノーマン・ジワン（サウィット・ウォッチ リサーチャー） 
 M.R. チャンドラン（持続可能なパーム油のための円卓会議（RSPO）顧問） 
 
※日英同時通訳が入ります。 
※プログラムの内容は予告なく変更されることがあります。あらかじめご了承ください。 
 
問い合わせ先 
地球・人間環境フォーラム（担当：根津、早川） 
〒113-0033 東京都文京区本郷 3－43－16 成田ビル 3F 
TEL: 03-3813-9735 FAX: 03-3813-9737 
E-mail: event@gef.or.jp 
URL: http://www.gef.or.jp  
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